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高等学校 理科（生物） 解答用紙 

   

（１） 

① 

自然の事物ヹ現象を，質的ヹ量的な関係や時間的ヹ空間的な関係などの科学的な視

点で捉え，比較したり，関係づけたりするなどの科学的に探究する方法を用いて考え

ること。 

   

② 
観察，実験を行う際，何のために行うか，どのような結果になるかを考えさせるなど，

予想したり仮説を立てたりしてそれを検証するための観察，実験を行うこと。 

   

（２） ① イ ② A エベヺヂキ海高気圧 B 太平洋高気圧 

   

（３） ① 12.0 mol/L ② 25.0 mL 

   

（４） ① 1.0A ② 3.0Ω ③ 1.3×102W 

 

   

（１） 

① 受精卵 ② グヌマ 

③ 分化（細胞分化） ④ ア，エ 

（２） 

ョ チ ケ が い な く な る と 、 イ ド が 捕 

食 さ れ な く な っ て 増 加 す る 。 こ の 

た め 、 イ ド に 摂 食 さ れ る ク ラ フ の 

量 が 増 加 し 、 ク ラ フ の 個 体 数 は 減 

少 す る と 考 え ら れ る 。 
70 
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 高・理科（生物）２ 
 
   

（１） 

① 

操作３ 

結果 反応液の青色が消える。 

理由 
脱水素酵素が働き，ケネキ酸から水素を奪い，ミタリヱピラヺがこ

の水素と結びつき，還元型ミタリヱピラヺになったから。 

操作４ 

結果 再び反応液が青色になる。 

理由 

空気が入ったことにより，還元型ミタリヱピラヺの水素が空気中の

酸素と化合し，還元型ミタリヱピラヺが再び元のミタリヱピラヺに戻

ったから。 

② 

結果  反応液の青色が消えない。 

理由 
 空気があると，ケネキ酸から取れた水素が空気中の酸素と化合するため，ミ

タリヱピラヺを還元しないため。 

③ ウ  

（２） 

① 
遺伝子D 

 60％ 
遺伝子d 

 40％  

② 
DD 

  1080人 
Dd 

  1440人  

③ 

この集団は，ネヺヅァヺヹロアヱプラギの法則が成り立つので，世代を経ても遺

伝子頻度は変化しない。したがって，次世代の遺伝子Dの割合は60％，遺伝子dの

割合は40％となる。 

 

 
 

 

（１） 

ａ 密度効果 ｂ 孤独相  

   
ｃ 群生相 ｄ 相変異 

   
（２）   ア  

   
（３）  個体数を個体数が生活する面積（体積）で割る。 

   
（４）  食物の不足 生活空間の不足 

   
（５）  環境収容力  

   
（６） ①  ゠ ②  イ ③  イ ④  ゠ 

 

３ 

４ 


